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　　　　　　　中核市・越谷

堀切改め阿炎。江東区清澄の錣山部屋で。阿炎（あび）というしこ名は、師匠の錣山親方
（元関脇・寺尾）の愛称に漢字を当てたもので、「阿修羅（あしゅら）のように強く、炎のよう
に燃えて戦う」という意味。20歳。身長186㌢、体重126㌔。

 

１
月
２８
日
に
行
わ
れ
た
大
相
撲
春

場
所
（
３
月
８
日
初
日
）
の
番
付
編

成
会
議
で
、
本
市
出
身
力
士
、
堀
切

（
本
名
堀
切
洸
助
、
錣
山
部
屋
）
の

新
十
両
昇
進
が
決
ま
り
ま
し
た
。
し

こ
名
を
「
阿
炎
」（
あ
び
）
と
改
め
、

春
場
所
か
ら
十
両
の
土
俵
に
上
が
り

ま
す
。
本
市
出
身
の
関
取
（
十
両
以

上
の
番
付
力
士
）
は
、
平
成
８
年
に

引
退
し
た
大
若
松
（
大
鵬
部
屋
）
以

来
と
な
り
ま
す
。

　

阿
炎
が
相
撲
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
、
例
年
６
月
に
出
羽
公
園
相
撲
場

で
行
わ
れ
る
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
越
谷

場
所
」（
越
谷
青
年
会
議
所
主
催
）。

小
学
生
が
参
加
す
る
こ
の
大
会
に
、

体
の
大
き
か
っ
た
阿
炎
は
西
方
小
学

校
の
先
生
の
勧
め
で
１
年
生
の
と
き

か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
１
年
生
、
２
年
生
の
と
き
は
優

勝
で
き
ま
し
た
が
、
３
年
生
の
と
き

に
初
め
て
負
け
ま
し
た
。
悔
し
か
っ

た
で
す
ね
」

　

こ
の
負
け
を
機
に
、
草
加
相
撲
練

修
会
に
通
い
始
め
、
実
力
を
つ
け
ま

す
。
そ
し
て
、
大
相
模
中
学
校
在
学

時
に
は
、
第
３９
回
全
国
中
学
校
相
撲

選
手
権
大
会
で
個
人
戦
３
位
に
入
賞
。

千
葉
の
流
山
南
高
校
相
撲
部
時
代
に

は
高
校
総
体
ベ
ス
ト
１６
に
輝
い
た
ほ

か
、
第
６１
回
選
抜
高
校
相
撲
十
和
田

大
会
で
個
人
戦
３
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。

　
「
成
績
が
上
が
り
、
勝
つ
の
が
楽

し
く
な
り
ま
し
た
」

　

流
山
南
高
校
を
卒
業
後
、
練
修
会

の
監
督
が
錣
山
親
方
（
元
関
脇
・
寺

尾
）
の
後
輩
だ
っ
た
縁
で
同
部
屋
に

入
門
。

　

平
成
２５
年
夏
場
所
に
初
土
俵
を
踏

み
、
所
要
１１
場
所
の
早
さ
で
新
十
両

に
昇
進
し
ま
し
た
。

　

西
幕
下
二
枚
目
で
迎
え
た
初
場
所

千
秋
楽
で
、
東
龍
を
倒
し
５
勝
目
を

挙
げ
た
と
き
は
、

　
「
思
わ
ず
土
俵
の
上
で
ガ
ッ
ツ
ポ

ー
ズ
を
し
た
か
っ
た
く
ら
い
」

　

十
両
に
上
が
れ
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
、
取
り

組
み
後
、
震
え
が
止
ま
ら
な
か
っ
た

と
い
い
ま
す
。

　

十
両
昇
進
決
定
後
、
錣
山
親
方
か

ら
は
、

　
「
関
取
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

慢
心
し
な
い
こ
と
。
今
ま
で
の
お
前

で
上
が
っ
て
こ
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、

変
わ
ら
ず
に
こ
れ
ま
で
ど
お
り
や
り

な
さ
い
」

と
話
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
目
標
は
、
親
方
の
番
付
（
関
脇
）

を
越
え
る
こ
と
で
す
」

と
話
す
阿
炎
。
突
き
押
し
を
得
意
と

す
る
２０
歳
の
ホ
ー
プ
の
今
後
の
活
躍

が
楽
し
み
で
す
。

越
谷
市
か
ら
関
取
誕
生

し
こ
ろ
や
ま

こ
う
す
け

（
錣
山
部
屋
）

新
十
両 

阿
炎（
あ
び
）

　

転
入
・
転
居
等
に
関
す
る
届
出
が

増
え
る
年
度
末
と
年
度
初
め
に
、
市

民
課
窓
口
を
臨
時
開
庁
し
ま
す
。
届

出
は
異
動
日
か
ら
１４
日
以
内
に
行
う

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
日
時
〉 

３
月
２９
日
㈰
・
４
月
５
日

㈰
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
北
部

・
南
部
出
張
所
、
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
開
所
し
ま
せ
ん
）。
毎
月
第

３
日
曜
日
（
３
月
は
１５
日
）
に
も
市

民
課
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〈
取
り
扱
い
業
務
〉

▽
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明

書
・
戸
籍
謄
抄
本
等
の
発
行

＊
地
区
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け
取
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
本
人
ま
た
は
同
一

世
帯
の
方
（
戸
籍
謄
抄
本
は
同
一

戸
籍
内
・
直
系
尊
属
・
直
系
卑
属
）

の
申
請
に
限
り
ま
す

▽
転
入
・
転
出
・
転
居
等
の
住
民
異

動
届
出

▽
印
鑑
登
録
の
受
付

▽
戸
籍
届
出
の
受
付

▽
国
民
年
金
の
加
入
・
喪
失
の
手
続

き＊
内
容
に
よ
り
発
行
で
き
な
い
証
明

書
も
あ
り
ま
す

＊
臨
時
開
庁
日
は
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
交
付
、
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
な
ら
び
に
住

民
票
の
広
域
交
付
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

＊
住
民
異
動
届
出
と
あ
わ
せ
、
国
民

健
康
保
険
の
加
入
・
喪
失
手
続
き
、

児
童
手
当
・
こ
ど
も
医
療
手
続
き

も
取
り
扱
い
ま
す

＊
駐
車
場
は
南
側
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

b
市
民
課
☎
９
６
３
＝
９
１
２
６

　

北
部
・
南
部
出
張
所
で
は
、
住
民

票
の
写
し
や
戸
籍
謄
抄
本
等
の
諸
証

明
書
の
交
付
、
転
入
や
転
居
の
住
民

異
動
や
印
鑑
登
録
手
続
き
の
ほ
か
、

出
生
届
を
は
じ
め
戸
籍
に
関
す
る
届

出
の
受
付
な
ど
の
市
民
課
業
務
を
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
税
の
収
納
や
児
童
手
当

・
子
ど
も
医
療
に
関
す
る
業
務
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

b
市
民
課
☎
９
６
３
＝
９
１
２
６
、

北
部
出
張
所
☎
９
７
８
＝
４
１
４
１
、

南
部
出
張
所
☎
９
８
８
＝
６
６
１
１

お
近
く
の
出
張
所
の
窓
口
で
も

市
民
課
に
関
す
る
手
続
き
が

で
き
ま
す
!!

市
民
課
窓
口
臨
時
開
庁

＊今号には、市の組織改正に関する
　臨時特集号を折り込んでいます

越谷特別市民
ガーヤちゃん

３
月
15
日
（日）
・
29
日
（日）
・
４
月
５
日
（日）


